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第 1 回 定 例 会 （令和６年３月５日から３月２１日まで）

　第１回定例会（３月定例会）は、令和6年3月5日に開会され、会期を3月22日までの18日間と決定し、
21 日に議了し閉会しました。
　初日は、町長の施政方針演説後、専決処分 2件、条例改正 1件を審議し、承認、可決しました。その後、
17 議案を一括上程し、各常任委員会へ付託しました。
　21 日には各常任委員長の報告の後、付託された案件と追加議案を含め、条例改正 8件、補正予算 7件、
当初予算 5件、その他 3件の 23 件を審議し、同意、可決しました。
　一般質問では 6人の議員が通告に基づき、それぞれ町政に対する質問、提言を行いました。

第124号

発　議

議　案

〇議会だより特別委員会の設置に関する決議　　
（案）について・・・可決

〇�専決処分（令和 5年度御浜町一般会計補正予算
（第 7号））・・・承認
　 歳入歳出予算の総額 56 億 4,180 万 2 千円
〇�専決処分（御浜町手数料条例の一部を改正する
条例）・・・承認

〇御浜町町税条例の一部改正・・・可決
〇御浜町監査委員条例の一部改正・・・可決
〇�御浜町職員の育児休業等に関する条例の一部改
正・・・可決

〇�御浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正・・・可決

〇�御浜町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
改正・・・可決

〇�御浜町消防団員等公務災害補償条例の一部改正
・・・可決
〇�御浜町小中学校体育施設の開放に関する条例の
一部改正・・・可決

〇御浜町水道事業給水条例の一部改正
　・・・可決
〇�御浜町水道事業布設工事監督者の配置基準及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関

する条例の一部改正・・・可決
〇�三重地方税管理回収機構規約の変更に関する協
議・・・可決

〇令和５年度御浜町一般会計補正予算（第８号）
　・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 56 億 7,801 万円
〇�令和５年度御浜町国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）・・・可決

　 歳入歳出予算の総額 12 億 521 万 3 千円
〇�令和５年度御浜町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号）・・・可決

　 歳入歳出予算の総額 2億 8,867 万 9 千円
〇令和 6年度御浜町一般会計予算・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 61 億 3,500 万円
〇令和 6年度御浜町国民健康保険特別会計予算
　・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 12 億 1,483 万円
〇�令和 6 年度御浜町後期高齢者医療特別会計予算
・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 3億 500 万円
〇令和 6年度御浜町水道事業会計予算・・・可決
　 収益的収入の予定額 2億 1,856 万 7 千円
　収益的支出の予定額 2億 1,478 万 9 千円
　資本的収入の予定額 8,614 万 6 千円
　資本的支出の予定額 1億 8,941 万 1 千円
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意見書

令和６年２月20日
　協議事項
　１．第１回定例会について
　①定例会等の日程及び上程議案の審議日程等の協議

令和６年３月14日・15日
　審査事件
　１．付託された12件の議案の審査
　�　担当課から補足説明を受けた後、質疑を行い、
審査の最後に討論・採決を行いました。

令和６年２月９日
　報告事項
　１．�東紀州広域ごみ処理施設整備・運営事業の状況

について

令和６年２月９日
　協議事項
　１．�大逆事件について

令和６年３月５日
　協議事項
　１．大逆事件について
　２．広報特別委員会（仮称）の設置について
　３．地域の皆さんと議会との懇談会の実施について

令和６年３月21日
　協議事項
　１．地域の皆さんと議会との懇談会について

議会運営委員会

教育民生常任委員会

議員協議会

御浜町地域活性化調査研究特別委員会

その他の活動

全員協議会
令和６年２月27日
　説明事項
　①�マイホーム取得支援事業について
　②�御浜町税条例及び国民健康保険税条例の一部

改正について
　③御浜町手数料条例の一部改正について
　④�御浜町災害弔慰金の支給等に関する条例の一

部を改正する条例について認定こども園阿田
和保育園の移転について

総務産業常任委員会
令和６年３月12日
　審査事件
　１．付託された７件の議案の審査
　�　担当課から補足説明を受けた後、質疑を行い、
審査の最後に討論・採決を行いました。

〇令和 6年度御浜町下水道事業会計予算
　・・・可決
　 収益的収入の予定額 1億 6,822 万 6 千円
　収益的支出の予定額 1億 6,736 万 4 千円
　資本的収入の予定額 3億 7,190 万円
　資本的支出の予定額 3億 3,533 万 6 千円

〇令和 5年度御浜町一般会計補正予算（第 9号）
　・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 55 億 9,290 万円
〇�令和 5年度御浜町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第 4号）・・・可決

　 歳入歳出予算の総額 2億 9,507 万 9 千円
〇令和 5年度御浜町下水道特別会計補正予算
　（第 4号）・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 2億 4,780 万 4 千円
〇令和 5年度御浜町水道事業会計補正予算
　（第 3号）・・・可決
　 収益的収入の予定額 2億 3,195 万 8 千円
　収益的支出の予定額 2億 3,147 万 9 千円
　資本的収入の予定額 8,758 万 3 千円
　資本的支出の予定額 1億 9,158 万 1 千円

〇�子どものために「保育士配置基準の引き上げ」
と、「賃金・労働条件改善による保育士増員」
を求める意見書・・・可決

　報告事項
　①�第 6 次御浜町総合計画後期基本計画策定スケ

ジュール（案）について
　②第 2次御浜町自殺対策計画について
　③�東紀州ごみ施設整備運営事業の今後の予定に

ついて
　④�御浜町地球温暖化対策実行計画について



3

１．髙岡　　洋：①�施政方針に対しての町長の政治姿勢について（Kii カードを活用した地域内経済
循環と観光振興の成果・地方創生を担うカンキツ振興・南海トラフ大地震に備え
ての建設業者との連携）

２．池上　勝生：①地震対策について
　　　　　　　　②阿田和保育園の移転に係る基本構想について
　　　　　　　　③県指定文化財登録の「市木のいぶき」について

３．野地本　隆：①防災について
　　　　　　　　②高齢者に優しい町づくり
　　　　　　　　③新年度の子育て支援の取り組みについて

４．端地　常浩：①巨大地震対策について

５．世古　　正：①能登半島地震を教訓に防災対策の強化を
　　　　　　　　②地域コミュニティの強化について

６．宇城　公子：①町の防災・減災対策について
　　　　　　　　②ごみステーションの正しい利用について

☆一般質問順番の決め方☆

御浜町議会では、一般質問を
おこなう議員が、閉め切り日
時までに「通告書」を提出す
ると共に、通称“ガラポン”
（正式名称“新井式回転抽選
機”）を回して、出た数字の
若い番号順に順番を決めてい
ます。

令和６年　第１回御浜町議会定例会　一般質問通告書（通告順）

御浜町議会　議長　山本　章
　12月議会より２年間の任期で議長を務めさせていただくこ
ととなり、その責任の重さを痛感しております。
　昨年６月、これまで議長はじめ、常任委員会・特別委員会
委員長を歴任されてきた先輩、今西孝三議員が誠に残念なが
ら逝去され、現在御浜町議会は９名で運営しております。
　野地本副議長はじめ、議員全員で協力して、住民の皆さん
と行政との架け橋である議会の役割を果たすべく務めて参り
ますので、宜しくお願い申し上げます。

　元日に発生した「令和 6年能登半島地震」。　お亡くなりになられた方のご冥福を心よりお祈り致しますと
共に被災されたすべての皆さまにお見舞い申し上げます。1日も早い復旧・復興を願うばかりであります。
　今定例会では、6名の議員が一般質問をおこない、多くの議員が町の防災対策、発災時の減災、復興対策に
ついて取り上げ、大畑町長、町執行部と活発な議論が交わされました。
　裏面に記しましたとおり、新たに「議会だより特別委員会」を設置し、今回の「議会だより」より、質問を
おこなった議員本人が質問・答弁の内容についてご報告させていただいております。
　これまで開催させていただいた「地域の皆さんと議会との懇談会」において、一般質問の質疑の中身をもっ
と伝えるべきと、議会だよりの充実を求めるお声をいただいておりましたので、それを実施できたことをとて
も嬉しく思っております。
￼ また、本年も 5月 18・19日の両日、町内６ヶ所の地区公民館で「地域の皆さんと議会との懇談会」を開
催させていただきました。参加下さいました皆さんありがとうございました。
　今年は「これからの町づくり」についてをテーマとさせていただき、多くのご意見を賜りました。このお声
をしっかりと町執行部に伝え、より良い御浜町となるよう、議会としても行動して参ります。
　町づくりについて、町行政について、議会に対して等、ご質問・ご意見ございましたら、各議員や議会事務
局までどしどし声をお寄せください。これからも御浜町議会をよろしくお願い致します。

ご 挨 拶
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一 般 質 問
質
問　

Ｋ
ⅰ
ⅰ
カ
ー
ド
全
会

員
の
38
％
が
御
浜
町
民
で
62
％

が
御
浜
町
民
以
外
の
会
員
で
あ

る
中
、
町
が
行
う
５
倍
・
10
倍

ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
町
外
会
員
に
対

し
て
も
、
御
浜
町
の
税
金
で
ポ

イ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
の
か
？

答
弁　

与
え
て
い
ま
す
。
商

工
振
興
と
し
て
御
浜
町
の
予
算

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

質
問　

こ
の
地
域
で
財
政
力

が
一
番
弱
い
御
浜
町
が
、
な
ぜ

他
市
町
の
会
員
に
御
浜
町
の
税

金
を
使
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
差
し

上
げ
る
の
か
。

　

御
浜
町
の
会
員
だ
け
に
ポ
イ

ン
ト
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に

出
来
な
い
か
？

答
弁　

利
用
者
を
分
け
て
与

え
る
と
い
う
の
は
現
実
的
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

御
浜
町
が
実
施
し
て

い
る
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る
事
業

の
一
つ
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
事
業

で
は
、
10
万
ポ
イ
ン
ト
（
令
和

11
年
は
35
万
ポ
イ
ン
ト
）
を
、

与
え
ま
す
が
ポ
イ
ン
ト
管
理
会

社
へ
の
手
数
料
は
？

答
弁　

１
ポ
イ
ン
ト
１
円
の

手
数
料
。
10
万
ポ
イ
ン
ト
与
え

た
場
合
10
万
円
＋
消
費
税
が
御

浜
町
か
ら
管
理
会
社
に
手
数
料

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
令
和
５
年
10
月
以
降
は
、
１

ポ
イ
ン
ト
0.5
円
で
交
渉
し
た
。）

質
問　

鹿
が
大
量
に
発
生
し

て
ミ
カ
ン
の
木
の
葉
を
食
い

漁
っ
て
大
変
な
被
害
が
出
て
い

る
。
捕
獲
助
成
金
を
上
げ
る
な

り
し
て
鹿
の
駆
除
対
策
を
！

答
弁　

来
年
度
か
ら
猟
期
で

も
捕
獲
補
助
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
金
額
の
上
乗
せ
は
、
熊
野

市
・
紀
宝
町
と
打
ち
合
わ
せ
し

な
が
ら
方
向
性
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。

質
問　

災
害
時
町
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
、
早
急
に
重

機
な
ど
を
使
っ
て
救
助
体
制
を

取
ら
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
。
具

体
的
な
連
携
は
？

答
弁　

御
浜
町
建
設
業
組
合

と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
有
事

の
際
は
協
力
を
頂
く
為
毎
年
訓

練
等
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｋ
ⅰ
ⅰ
カ
ー
ド
・
柑
橘
対
策
・
地
震
対
策

に
対
す
る
町
長
の
政
治
姿
勢

Ｋ
ⅰ
ⅰ
カ
ー
ド
事
業
で
御
浜

町
以
外
の
町
民
や
事
業
者
に

町
の
大
切
な
予
算
（
税
金
）

が
補
助
金
・
支
援
金
と
し
て

使
わ
れ
る
事
に
疑
問

私
は
Ｋ
ⅰ
ⅰ
カ
ー
ド
愛
好
者

で
す
が
、
町
の
税
金
が
他
市

町
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
反

対
で
す
。

鹿
対
策
な
し
で
カ
ン
キ
ツ
の

発
展
な
し
、
早
急
な
対
応
を

有
事
時（
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
）

の
建
設
業
組
合
と
の
締
結
は

髙岡　洋 議員
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一 般 質 問
質
問　

石
川
県
で
は
、
当
初
、

約
七
万
五
千
棟
余
り
の
家
屋
が

被
害
を
受
け
、
死
因
原
因
の
大

半
が
家
屋
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
対

策
を
強
化
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
の
家
屋
耐
震
対
策
は
。

答
弁　

家
屋
倒
壊
か
ら
人
命

を
守
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
化

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
を
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅

所
有
者
に
対
応
、
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
国
、
県

の
施
策
を
注
視
し
な
が
ら
、
今

後
も
適
時
、
適
宜
、
啓
発
を
行

い
、
無
料
の
耐
震
診
断
、
耐
震

補
強
費
補
助
な
ど
の
支
援
策
を

継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

耐
震
補
強
す
る
際
の
自
己
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
耐
震

補
強
が
さ
ら
に
進
む
よ
う
、
現

在
、
国
県
町
で
行
っ
て
い
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
、
県
と
歩
調

質
問　

保
育
園
移
転
に
係
る

建
築
基
本
構
想
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
少
子
化
に
よ
り
園
児
が
減

少
す
る
中
、
共
稼
ぎ
家
庭
が
増

え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た

保
護
者
に
応
え
ら
れ
る
保
育
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
保
育
園
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

現
在
の
認
定
こ
ど
も

園
阿
田
和
保
育
園
は
、
昭
和

四
十
六
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、

五
十
二
年
が
経
過
し
建
物
全
体

の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
に
移
転
候
補
地
と

し
て
、
阿
田
和
平
見
地
区
の
旧

御
浜
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
跡
を
取

を
合
わ
せ
て
、
国
に
対
し
て
、

補
助
額
の
増
額
を
要
望
し
て
参

り
ま
す
。

得
し
、
第
６
次
御
浜
町
総
合
計

画
の
主
要
施
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
認
定
こ
ど
も
園
阿
田
和
保

育
園
の
移
転
を
掲
げ
て
、
移
転

に
向
け
て
の
検
討
を
始
め
ま
し

た
。
基
本
構
想
で
は
、
令
和
６

年
度
に
移
転
建
築
実
施
設
計
を

行
い
、
令
和
７
年
度
と
令
和
８

年
度
の
２
か
年
で
、
建
築
工
事

を
実
施
し
、
令
和
９
年
度
か
ら

供
用
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

想
定
し
て
い
る
保
育
園
の
概

要
と
し
て
、
先
ず
対
象
年
齢
児

は
、
認
定
こ
ど
も
園
志
原
保
育

所
と
同
様
に
、
０
歳
児
か
ら
５

歳
児
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
定
員
は
、
六
十
人

で
、
国
の
基
準
に
基
づ
き
、
保

育
所
、
遊
戯
室
等
の
面
積
を
算

定
し
、
敷
地
面
積
を
三
千
五
百

平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
と
し
て
お

り
ま
す
。

質
問　

昭
和
二
十
八
年
に
三

重
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
「
市
木
の
い
ぶ
き
」
は
、

民
有
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

存
在
価
値
が
薄
れ
、
ま
た
、
所

有
は
、
土
地
所
有
者
の
も
の
で

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

同
イ
ブ
キ
に
関
し
て
、
当
町

と
所
有
者
の
関
係
は
。

答
弁　

市
木
の
い
ぶ
き
は
、
昭

和
二
十
八
年
５
月
に
三
重
県
の

指
定
を
受
け
た
文
化
財
で
、
現

在
の
所
有
者
は
大
阪
市
に
あ
り

ま
す
「
株
式
会
社
Ｏ
Ｍ
Ｍ
」
で

す
。

　

県
が
文
化
財
の
状
態
を
調
査

し
て
、
そ
の
調
査
内
容
が
町
教

育
委
員
会
に
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

質
問　

同
場
所
は
、
市
木
地

区
の
中
心
部
に
位
置
し
て
お
り

付
近
は
、
広
大
な
土
地
が
放
置

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

土
地
所
有
者
と
交
渉
す
る
な

ど
、
有
効
活
用
は
。

答
弁　

付
近
の
土
地
活
用
は
、

所
有
者
の
意
向
も
あ
り
、
検
討

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
木
の
い

ぶ
き
は
、
近
く
で
観
賞
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
命
を
守
る
」対
策
を
最
優
先
！

地
震
対
策
に
つ
い
て

（
命
さ
え
あ
れ
ば
、
あ
と
は

何
と
か
な
る
。）

阿
田
和
保
育
園
の
移
転
に
係

る
基
本
構
想
つ
い
て

（
地
域
と
つ
な
が
る
、
日
本

一
の
保
育
園
建
設
を
！
）

県
指
定
文
化
財
登
録
の
「
市

木
の
い
ぶ
き
」
に
つ
い
て

（
文
化
財
の
自
由
な
開
放
を
！
）

池上　勝生 議員
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高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り

質
問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

起
き
た
場
合
、
能
登
半
島
地
震

で
被
害
を
受
け
た
建
物
や
道

路
、
水
道
管
や
液
状
化
な
ど
危

機
的
な
状
況
が
起
き
る
可
能
性

が
高
い
が
、
自
然
災
害
へ
の
対

応
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

災
害
に
強
い
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
整
備
。
無
料
耐
震
診

断
、
耐
震
補
強
工
事
費
の
補
助

を
引
き
続
き
行
う
。
耐
震
補
強

が
さ
ら
に
進
む
よ
う
国
に
対
し

て
補
助
額
の
増
額
を
要
請
し
て

い
く
。
液
状
化
に
つ
い
て
は
危

険
性
や
避
難
の
注
意
点
な
ど
自

主
防
災
組
織
や
広
報
誌
で
啓
発

し
て
い
く
。

質
問　

水
道
管
の
耐
震
性
や

水
道
管
の
現
状
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
で
水
道
管

の
耐
久
性
や
耐
震
性
が
不
十
分

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

御
浜
町
の
水
道
管
の
耐
震
化
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

町
道
や
県
道
の
改
良

に
伴
う
管
路
布
設
工
事
や
、
漏

水
多
発
地
区
の
管
路
更
新
工
事

で
耐
震
、
耐
震
管
へ
の
布
設
替

え
を
行
っ
て
い
る
。
管
路
の
耐

震
化
を
行
っ
て
い
き
国
に
対
し

補
助
対
象
の
拡
充
を
要
望
す

る
。

質
問　

災
害
時
、
自
衛
隊
と

の
協
力
体
制
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か　

今
後
い
つ
来
る

か
わ
か
ら
な
い
巨
大
地
震
、
被

害
が
広
域
に
な
る
と
災
害
復
旧

支
援
な
ど
自
衛
隊
の
援
助
が
必

要
と
な
る
が
、
自
衛
隊
と
の
協

力
体
制
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　

御
浜
町
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
緊
急
を
要
す
る
場

合
災
害
の
状
況
を
自
衛
隊
の
部

隊
と
部
隊
の
長
に
直
接
通
知
す

る
こ
と
に
。
第
33
普
通
科
連
隊

第
４
中
隊
長
に
防
災
対
策
な
ど

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
平

時
か
ら
の
協
力
連
携
を
行
っ
て

い
く
。

質
問　

介
護
職
員
不
足
に
対
す

る
、
御
浜
町
と
し
て
の
対
策
は
。

答
弁　

各
分
野
で
の
、
人
材

確
保
対
策
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
会
を
行
っ
て
い
る
。
町
内
中

学
校
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
実
施
し
、
福
祉
教
育

を
行
う
な
ど
福
祉
の
魅
力
や
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

答
弁　

１
．
保
育
料
の
無
償

化
と
給
食
費
無
償
化
を
実
施
。

２
．
認
定
こ
ど
も
園
阿
田
和
保

育
園
移
転
建
築
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
に
取
り
掛
か
る
。

３
．
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
応
し

た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
開
始
準
備
事
業
。

４
．
18
歳
ま
で
の
転
入
し
た
子

ど
も
や
出
生
し
た
子
ど
も
１
人

に
つ
き
Ｋ
ｉ
ｉ
カ
ー
ド
10
万
ポ

イ
ン
ト
付
与
。

５
．
育
児
用
品
お
届
け
事
業
。

６
．
妊
娠
・
妊
婦
支
援
事
業
。

７
．
子
供
医
療
費
の
助
成
の
方

向
性
、
所
得
制
限
撤
廃
、
18
歳

ま
で
窓
口
無
償
化
。

　

18
歳
ま
で
切
れ
目
の
な
い
適

切
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

た
め
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
な
ど
の

補
助
金
は
。

答
弁　

交
通
事
故
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
施
策
を
検
証
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り

野地本　隆 議員
質
問　

令
和
６
年
度
御
浜
町
施

政
方
針
に
お
い
て
若
い
世
代
の

定
住
促
進
・
人
口
減
少
へ
の
挑

戦
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
む
け
た
取
り
組
み
を
重

点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
新
年
度
の
事
業
に

つ
い
て
ど
の
様
な
事
業
な
の
か
。

新
年
度
の
子
育
て
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
事
業
が
、
か
な

り
進
ん
だ
が
、
新
年
度
事
業

に
つ
い
て
各
事
業
の
内
容
は
。

一 般 質 問
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巨
大
地
震
対
策
に
つ
い
て

質
問　

津
波
や
土
砂
崩
れ
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

の
対
策
。

　

阿
田
和
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
や
国
道
の
堤
防
な
ど
の
耐

震
、
津
波
に
対
し
て
の
最
新
情

報
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

答
弁　

大
規
模
地
震
を
考
慮

し
た
設
計
に
は
な
っ
て
な
い
。

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

い
た
だ
き
避
難
し
て
い
た
だ
く

よ
う
呼
び
か
け
て
参
り
ま
す
。

質
問　

土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が

あ
る
箇
所
の
補
強
方
法
や
順
番

な
ど
町
民
へ
情
報
提
供
は
。

答
弁　

土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
と
い
う
と
こ
ろ
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
は
１
５
５
軒
。
こ

の
す
べ
て
の
お
宅
に
、
チ
ラ
シ

を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
お
り
ま

す
。

質
問　

住
宅
崩
壊
か
ら
命
を

守
る
た
め
の
対
策
で
耐
震
診

断
、補
強
す
る
た
め
の
補
助
金
、

家
具
の
固
定
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

無
料
耐
震
診
断
や
耐

震
補
強
、
除
去
に
対
す
る
補
助

を
継
続
し
て
啓
発
を
し
て
参
り

ま
す
。

　

耐
震
補
強
の
自
己
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
国
に
対
し
て

補
助
額
の
増
額
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

　

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置

は
、
広
報
み
は
ま
へ
の
記
事
掲

載
、
各
自
主
防
災
組
織
に
、
説

明
や
普
及
推
進
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

道
路
に
つ
い
て
は
孤

立
地
区
の
情
報
共
有
と
対
応

策
、
道
路
崩
壊
箇
所
の
早
急
な

復
旧
工
事
の
た
め
の
重
機
や
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
は
大
丈
夫
で

す
か
。

答
弁　

御
浜
町
建
設
業
組
合

と
災
害
応
急
工
事
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、
合
同
で

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　

重
機
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
数

量
の
確
保
は
御
浜
町
建
設
業
組

合
で
15
台
15
人
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
を
常
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

迅
速
か
つ
効
果
的
に
被
災
者

に
対
す
る
支
援
活
動
が
行
え
る

よ
う
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
団
体
、
又
は
個
人
を
受
け

入
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
資
機
材
や
物
資
の
確
保
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、
関
係
団
体

と
の
情
報
交
換
や
災
害
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

人
手
不
足
に
よ
る
役
場

機
能
の
崩
壊
も
危
惧
し
ま
す
。

答
弁　

通
常
時
の
備
え
を
十

分
に
し
て
業
務
に
差
し
支
え
の

な
い
よ
う
に
活
動
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

仮
設
住
宅
の
早
期
建

設
に
つ
い
て
、
予
定
地
の
確
保

や
戸
数
計
画
は
。

答
弁　

町
有
地
７
箇
所
に
応

急
仮
設
住
宅
１
９
５
戸
を
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

質
問　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
守

ら
れ
る
快
適
な
避
難
所
、
ト
イ

レ
の
問
題
、
備
蓄
品
の
充
実
、

現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

答
弁　

2.1
メ
ー
タ
ー
四
方
の

間
仕
切
り
で
、
高
さ
１
メ
ー
ト

ル
の
サ
イ
ズ
を
３
４
８
セ
ッ

ト
、
1.8
メ
ー
ト
ル
の
サ
イ
ズ
を

１
０
７
セ
ッ
ト
備
蓄
。

　

ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ボ
ッ
ク
ス
型
仮
設
ト
イ
レ
16

基
、
浄
化
槽
や
下
水
道
マ
ン

ホ
ー
ル
に
直
接
設
置
す
る
直
結

式
仮
設
18
基
、
凝
固
剤
を
用
い

て
使
用
す
る
簡
易
ト
イ
レ
87
基

と
、
凝
固
剤
を
６
０
０
０
個
備

蓄
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入

れ
に
つ
い
て
は
早
急
な
体
制
の
構

築
が
重
要
と
早
急
な
受
入
れ
を
。

答
弁　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

地
震
に
備
え
て

端地　常浩 議員

一 般 質 問
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能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
町
防
災
対
策
の
強
化
を

質
問　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
予
想
さ
れ
る
御
浜
町
に

と
っ
て
能
登
半
島
地
震
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
教
訓
と
課
題
が
見

え
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

答
弁　

災
害
に
強
い
建
物
や

道
路
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、

耐
震
化
の
推
進
、地
域
の
自
助
、

共
助
力
の
向
上
、
仮
設
住
宅
迅

速
な
設
置
な
ど
多
く
の
課
題
が

浮
彫
り
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
課
題
解
決
に
向
け
て
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

耐
震
基
準
を
ク
リ

ア
ー
し
て
い
な
い
建
物
が

八
六
〇
棟
以
上
あ
り
，
倒
壊
に

よ
る
多
数
の
圧
死
者
が
懸
念
さ

れ
る
が
対
策
は
。

答
弁　

耐
震
診
断
・
耐
震
補

強
が
考
え
ら
れ
る
の
で
支
援
を

進
め
て
い
く
。

質
問　

御
浜
町
防
災
計
画
で

は
食
料
や
水
の
備
蓄
実
態
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
最
悪
を
想
定

し
た
時
に
は
発
災
時
初
日
で

千
八
百
人
か
ら
三
千
九
百
人

の
避
難
者
を
想
定
し
て
お
り
、

一
日
分
に
も
満
た
な
い
、
約

八
〇
〇
〇
食
し
か
備
蓄
食
料
は

な
い
の
で
は
な
い
の
か
、
計
画

の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

答
弁　

想
定
す
る
範
囲
で
町
は

備
蓄
を
し
て
お
り
、
見
な
お
し

の
検
討
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
各
自
、
各
家
庭
で
の
備

蓄
も
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問　

要
配
慮
者
や
障
害
を
お

持
ち
の
方
や
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え

た
人
な
ど
福
祉
避
難
所
の
充
実

と
人
材
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

町
の
対
策
対
応
に
つ
い
て
見

解
を
求
め
ま
す
。

答
弁　

避
難
所
に
併
設
し
、
２

次
避
難
所
と
し
て
、
町
内
の
各

福
祉
事
業
７
か
所
と
協
定
を
結

び
九
七
人
の
受
け
入
れ
が
で
き

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

避
難
所
の
環
境
整
備

は
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
意
味
で

も
避
け
て
通
れ
な
い
。

　

熊
本
地
震
で
は
災
害
に
よ
る

直
接
死
よ
り
も
劣
悪
な
避
難
所

生
活
で
亡
く
な
っ
た
人
は
災
害

関
連
死
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多

い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

　

町
の
避
難
所
環
境
整
備
に
つ
い

て
の
対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

答
弁　

大
型
デ
イ
ー
ゼ
ル
発

電
機
も
備
蓄
し
て
い
る
が
、
避

難
所
と
な
る
体
育
館
に
つ
き
ま

し
て
は
大
型
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
の
調
達
や
冷
暖
房
設
備
の

あ
る
教
室
の
利
用
な
ど
、
そ
の

時
々
の
最
善
の
対
応
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　

空
調
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ら
も
タ
ワ
ー
建
設
要
求
が
出
て

い
る
の
に
、
一
向
に
具
体
化
し

な
い
。

　

防
災
行
政
の
取
り
組
み
姿
勢

に
疑
問
を
感
じ
る
。

　
速
や
か
な
対
応
を
強
く
求
め
る
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
に
２
回
の
話

し
合
い
を
し
て
き
た
が
、
今
の

と
こ
ろ
結
論
が
出
て
い
な
い
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合

い
は
続
け
て
い
く
。

①�

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
地
区
及

び
山
腹
危
険
地
区
対
策

●�

急
傾
斜
危
険
地
区
一
六
五
ヶ

所
・
・
二
六
三
世
帯

●�

山
腹
崩
壊
危
険
地
区
三
四
ヶ

所
・
・
一
八
二
世
帯

②�

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

町
が
学
ぶ
べ
き
教
訓
は

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

食
料
備
蓄
の
追
加
見
直
し

分
散
配
備
に
つ
い
て

世古　正 議員

質
問　

能
登
半
島
地
震
で
は

早
い
と
こ
ろ
で
３
分
程
度
で
津

波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

　

想
定
最
大
の
津
波
が
起
こ
れ

ば
、
高
齢
化
の
進
む
御
浜
町
で
は

多
く
の
犠
牲
者
が
想
定
さ
れ
る
。

　

海
岸
線
最
後
の
志
原
地
区
へ

の
避
難
タ
ワ
ー
建
設
を
早
急
に

具
体
化
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
か
ら
も
住
民
か

志
原
地
区
避
難
タ
ワ
ー
建
設

に
つ
い
て

●
そ
の
他
次
の
問
題
も
質
問

し
ま
し
た
。【
数
字
は
地
域
防

災
計
画
資
料
よ
り
】

一 般 質 問

御浜町地域防災計画
（南海トラフ被害想定）より
最大死者数 約 100 ～ 600 人
重傷者数 約 100 ～ 300 人
軽傷者数 約 300 ～ 1,500 人
全壊・焼失数 約 1,300 ～ 3,100 棟
避難者数
1日後 約 1,800 から 3,900 人
1 週間後 約 3,400 から 5,000 人
1 ケ月後 約 6,500 から 8,400 人
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質
問　

地
震
対
策
事
業
の
さ

ら
な
る
充
実
の
た
め
に
、
防
災

対
策
課
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

南
海
ト
ラ
フ
が
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
場
所
に
あ
る

御
浜
町
。
住
民
の
命
を
守
る
た

め
に
も
、地
震
が
起
こ
っ
た
時
、

数
時
間
経
っ
た
時
、
そ
の
後
、

時
間
の
流
れ
と
と
も
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
て
お
こ
う
と
努
力

す
る
こ
と
こ
そ
、
役
場
の
最
も

大
切
な
仕
事
で
は
な
い
か
。

　

現
在
は
総
務
課
の
中
の
係
と

し
て
の
防
災
係
。
課
と
し
て
人

数
を
確
保
し
、
予
算
を
持
ち
、

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
気

づ
き
合
い
や
学
び
の
中
か
ら
、

今
す
べ
き
こ
と
、
今
後
の
取
り

組
み
等
、
常
に
考
え
る
場
所
を

作
る
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
つ

い
て
、
細
か
く
組
織
を
再
編
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
理
想
的
で

は
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
マ
ン
パ

ワ
ー
の
中
で
い
か
に
効
率
よ
く

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

く
の
か
総
合
的
に
検
討
す
る
。

質
問　

避
難
タ
ワ
ー
の
新
た

な
建
設
計
画
に
つ
い
て
。

答
弁　

志
原
駅
前
地
区
の
皆

様
と
二
度
の
話
し
合
い
を
行
っ

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
結
論
は
で

て
い
な
い
。
引
き
続
き
地
域
住

民
の
皆
様
と
の
話
し
合
い
を
続

け
て
い
く
。

質
問　

住
民
の
防
災
意
識
の

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
防
災

訓
練
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
家
庭
か
ら
参
加
で
き
る
新

し
い
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い

く
方
法
も
あ
る
は
ず
。

答
弁　

今
後
と
も
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
、
皆
様
が
防
災

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
訓
練
メ
ニ
ュ
ー

を
提
案
し
て
い
く
。

質
問　

黄
色
い
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
た
ま
ま
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
放
置
さ
れ
る
ご
み
が
だ
ん

だ
ん
多
く
な
っ
て
い
く
の
を
防

ぐ
方
法
は
な
い
の
か
。

答
弁　

不
適
切
な
ご
み
は
収

集
せ
ず
、
収
集
で
き
な
い
理
由

を
記
載
し
た
注
意
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
を

促
し
て
い
る
。

　

必
要
に
応
じ
て
分
別
等
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　

不
適
切
な
ご
み
出
し
が
た
び

重
な
っ
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
は
、
注
意
看
板
や
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
っ
て
い

る
。

質
問　

わ
か
り
や
す
い
分
別

に
つ
い
て
。

　

継
続
的
に
伝
え
る
工
夫
に
つ

い
て
。

　

わ
か
り
や
す
い
、
さ
ら
に
楽

し
み
な
が
ら
分
別
が
で
き
る
と

な
る
と
、
指
定
外
の
ご
み
を
出

す
人
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。

答
弁　

今
後
の
対
応
と
し
て

は
、
配
布
中
の
分
別
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
や
広
報
み
は
ま
に
掲
載
す

る
分
別
に
関
す
る
情
報
を
見
直

し
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
く
。

防
災
対
策
課
の
設
置
を
提
案

　
　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
正
し
い
利
用

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
正
し
い

利
用

指
定
外
の
ご
み
の
放
置

町
の
防
災
減
災
対
策

今
の
う
ち
に
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

宇城　公子 議員

一 般 質 問
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スが２台分あります。傍聴を希望される方は、
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入のうえ入場してください。

（議会傍聴席）

　令和 6年 3 月 21 日の議会において、掲載する議会の内容をより充実したものを発行するため、議
会だより特別委員会を設置しました。
　委員長に宇城公子議員、副委員長に髙岡洋議員、委員に池上勝生議員、南州計議員が選出されました。
4月 25 日及び 5月 9 日に議会だより特別委員会を開催し、３月議会を中心に掲載する内容及び編集
作業を行いました。

　今月の「議会だより」から、私たち「議会だより特別委員会」が編集作業を行いました、より多く
の町民の方に読んでいただけるよう、議会の内容が分かりやすい充実した紙面づくりにと、取り組み
ますのでどうぞご期待ください。

議会だより特別委員会を設置

議会だより特別委員会
　委員長　　　宇城　公子
　副委員長　　髙岡　　洋
　委員　　　　池上　勝生
　委員　　　　南　　州計


